
 

 

 

 

 

第 150 回 
 
 

各 務 原 市 都 市 計 画 審 議 会 
 
 

議事要旨 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：令和 5 年 1 月 6 日（金）午後 2 時 00 分～        

                          午後 3 時 00 分 

 

場 所：各務原市役所 産業文化センター 

     6 階 第 3・4 会議室  



出席者：福島会長、川瀬副会長、伊藤委員、松岡委員、平野委員、鶴田委員、岡田委員、

奥田委員、鷲見委員、河合委員、各務委員、横山委員、足立委員 

欠席者：杉山委員、津田委員 

 

【事務局】 

≪1.開会≫ 

大変お待たせいたしました。 

本日は、年始の公私ともに大変お忙しい中、ご出席を賜りまして誠にありがとうござい

ます。本日の進行を務めさせていただきます 都市計画課 野村 でございます。よろし

くお願いいたします。 

それでは、初めに都市建設部長 中村よりご挨拶申し上げます。部長よろしくお願いし

ます。 

（都市建設部長 挨拶） 

 

【事務局】 

ありがとうございました。 

それでは、これより第１５０回各務原市都市計画審議会を開会いたします。 

事前に送付させていただきました次第により、進めさせていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

本日は杉山委員と津田委員につきましては欠席のご連絡をいただいております。よって

委員１５名のうち、１３名の方のご出席をいただいており、各務原市都市計画審議会条例

第６条第１項の規定により、定数２分の１以上に達しており、本審議会が成立しているこ

とを確認いたします。 

 

≪2.会長挨拶≫ 

【事務局】 

続きまして、次第２ 会長挨拶に移りたいと思います。 

それでは、福島会長、ご挨拶をお願いいたします。 

【福島会長】 

 皆様あけましておめでとうございます。先ほど部長さんより各務原市は、新たな跳躍の

年というお話しを聞いて、希望のある都市であると感じました。テレビ等で同じような話

で印象に残った話は、岸田首相がインフレ率を上回る賃金上昇の話をしており、それを受

けたキャスターの方がいろんな人に話を聞いていましたら、中小企業等の方々の反応は跳

躍というより、跳躍のために屈む準備をし、来年に向かって跳躍する準備の年であるとの

声が聞かれました。各務原はそういった事では、跳躍の年があけるという事で喜ばしく思

います。それでは、昨年度は、皆さまのご支援もあってつつがなく都市計画審議会を運営



する事ができました。今年度も引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

 

≪3.審議事項≫ 

【事務局】 

ありがとうございました。 

それでは次第３ 審議事項に移りたいと思います。 

本日の審議案件は、お手元の次第のとおり 2 件でございます。 

ここで、本日の資料の確認をさせていただきます。 

事前に送付させて頂きました資料として、 

・本日の議案、次第、席次、委員名簿です。 

席次については、最新のものをお席に配らせていただいております。 

それでは、福島会長の進行により進めていただきたいと存じますので、よろしくお願いし

ます。 

 

【福島会長】 

それでは、まず本日の傍聴希望はありますか。 

 

【事務局】 

本審議会につきましては、1 名から傍聴したいとの申出がございました。 

 

【福島会長】 

委員の皆様にお聞きします。1 名の傍聴を認めることにご異議ございませんか。 

 

【異議なし】 

 

【福島会長】 

それでは、傍聴人の方の入場を認めます。 

 

（事務局 傍聴人案内） 

 

傍聴人の方にご説明申し上げます。審議の際にはお静かに願います。 

議案の審議終了後は、速やかに退席願います。また、発言をすることはできません。 

不適当と認めた場合は、退席して頂きます。 

続きまして、あらかじめ議事録の署名者を、せん越ながらこちらから指名させていただ

きます。 

足立委員と各務委員にお願いしたいと思いますので、よろしくお願いします。 



【両委員 了解】 

 

【福島会長】 

それでは、審議に入りたいと思います。 

議第１号「各務原都市計画道路の変更について」事務局の説明を求めます。 

 

【事務局】 

(議第 1号の説明) 

 

【福島会長】 

 それでは、議第１号「各務原都市計画道路の変更について」、ご意見・ご質問ございませ

んか。 

 

【奥田委員】 

 都市計画道路の幅員 12m という事ですが、歩道の幅、車道の幅どのぐらいになるか教え

てください。 

 

【事務局】 

 歩道の幅員は 2.5mの両側歩道で 5.0m、車道が 3.5mの 2車線道路になりますので 7.0mで、

合計 12mになります。 

 

【奥田委員】 

 自転車歩行者道ではなく、純粋な歩道という事か？ 

 

【事務局】 

 歩道の幅員は 2.5mになりますので、普通の歩道となっております。 

 

【奥田委員】 

 自転車は車道を走るという事か？ 

 

【事務局】 

 そうです。 

 

【奥田委員】 

 はい、わかりました。 

 



【横山委員】 

 新那加駅南口のふれあいバス、路線バスの車の乗り入れについて、西から入って東に出

ていくという事で良いか？ 

 

【事務局】 

 そうです。 

 

【横山委員】 

 という事は、南から入ってきて北に進み、西から東に進んだ後、南に抜けていくという

ルートになるか？ 

 

【事務局】 

 南からの道路を北の駅前広場の道路と正対させ、交差点形状を作った上で、そこから東

へ進んで南へ抜ける事になります。南に抜ける際は、東、西両側に抜けられる構造となっ

ております。 

 

【横山委員】 

 そこの安全対策は？ 

 

【事務局】 

 歩道にはガードパイプ、横断歩道を設置し、安全について十分検討を行ってまいります。 

 

【平野委員】 

 住宅街という事で、現況の駐車場というニーズも高いと考えますが、新たに駐車場を作

る等の計画はありますか？ 

 

【事務局】 

 駐車場につきましては、名鉄・JR の間にある既存の駐車場に空きがあります。現在計画

している駅前広場につきましては、現在、駅前広場のない道路南側に乗降車が止まって、

そこを車や自転車が追い越す事で危険な現状がありますので、そこを解消するためにロー

タリー形式の駅前広場を計画しております。 

 

【福島会長】 

ご意見・ご質問がなければ、本審議会に意見の求めがありました議第 1 号について各務

原都市計画の上から適当と認めて、市長に答申してよろしいでしょうか 

【異議なし】 



【福島会長】 

ご異議ないようですので、議第 1 号につきまして、各務原都市計画の上から適当と認め

て、市長に答申します。 

 

【福島会長】 

次の審議に移ります。 

議第２号「各務原都市計画公園の変更について」事務局の説明を求めます。 

 

【事務局】 

【議第２号 説明】 

 

【福島会長】 

それでは、議第２号「各務原都市計画公園の変更について」、ご意見・ご質問ございませ

んか。 

 

【河合委員】 

 拡大する区域の中に水路が流れているが、整備する際は、排水能力等の能力は十分確保

されるか？また、暗渠となるのか開渠となるのか教えてください。 

 

【事務局】 

こちらの水路につきましては、長年地元の方々中心の市民の方から降雨時の氾濫につい

て危惧されている所でございまして、市としては治水という観点から事業に取り組んでき

たところでございます。タイミングとしては、たまたま同じになりますが、都市建設部局

の方で、治水整備事業の中で調整池を整備する計画が進んでおります。加えまして、今回

の整備事業に伴いまして、暗渠化を行います。その際の断面につきましては、水量計算で

確認を行い市民の方の心配がないよう、安全な水路を整備していきます。 

 

【河合委員】 

 わかりました。その辺のあたりを十分気を付けてやっていただければと思います。 

 

【横山委員】 

 暗渠にされるという事ですが、公園整備の際、埋め立てが必要になると思いますが、赤

く囲った部分の土留めについて、高さは決まっていますか？ 

 

【事務局】 

 公園整備に伴う具体的な造成設計については、今後進めていく予定をしております。た



だ、明らかに現状はすり鉢状になっておりますので、それなりの土盛りが発生しその部分

には擁壁が考えられます。案の一つとして、法面にして地被植物を配置する等、自然との

共生もキャッチフレーズにありますので、そういった計画も考えておる所でございます。 

 

【平野委員】 

 公園ができる事で、かなり町の風景も変わってくるのかなと思いますが、今後色々な店

舗や宅地を建設したいというニーズが出てくる事が考えられる。そのあたり全体として、

どのような考えがあるか聞かせてください。 

 

【事務局】 

 山の前地区を選定する際、条例に基づく策定委員会という諮問機関がありました。その

中で出た意見としては、地理的に各務原市の中央部に位置する事、今後拡張する余地があ

る事から、この場所が選ばれているという事実があります。ただ、現時点では具体的な計

画等はありません。 

 

【福島会長】 

ご意見・ご質問がなければ、議第２号について各務原都市計画の上から適当と認めて、

市長に答申してよろしいでしょうか。 

 

【賛成多数】 

 

【福島会長】 

賛成多数という事で、議第 2 号につきまして、各務原都市計画の上から適当と認めて、

市長に答申します。 

 

【福島会長】 

 それでは、審議事項は終了いたしましたので傍聴人の方は退席をお願いします。 

それでは、進行を事務局にお返しします。 

 

≪4.その他≫ 

【事務局】 

福島会長、皆様、ありがとうございました。 

次第４ その他事項としまして、案内文書でもお伝えしましたが、都市計画審議会は皆さ

まにお集まりいただく貴重な機会となりますので、各務原市のまちづくりに対して、意見

交換という形で、委員の皆様に様々なご意見をいただく時間を設けたいと思います。 

今回のテーマは、こちらで決めさせていただいておりますが、「にぎわい創出」でお願いし



ます。 

 

【意見交換】 

 

【事務局】 

貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。 

本日いただいたご意見は今後のまちづくりの参考にさせていただきといと存じます。 

最後に、今後の予定についてご連絡させていただきます。 

今年度に審議を予定している案件はございませんので、今年度の都市計画審議会の開催は、

これで終了の予定でございます。 

委員の皆様におかれましては、任期が令和５年３月３１日までとなりますので、任期が終

了しますが、現在、委嘱させていただいている方や役職の方には、引き続き委員をお願い

したいと考えております。 

後日、改めて意向調査票を送付しますので、よろしくお願いいたします。 

 

これをもちまして、第１５０回各務原市都市計画審議会を閉会いたします。 

長時間にわたり、ご審議いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

ここに本審議会の顛末を記載し、相違ないことを証するため署名する。 

 

 

委員：           
 

委員：           

 


